
令和５年 12月 第 237号〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉
【
名
古
屋
事
務
所
】

　

十
月
二
十
五
日
、（
一
社
）名
古
屋
林

業
土
木
協
会
青
年
部
の
研
修
会
が
、
部

員
四
十
名
参
加
の
も
と
名
古
屋
市
内
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
会
で
は
、
次
代
を
担
う
人
材
育

成
の
一
環
と
し
て
青
年
部
を
組
織
し
て

お
り
、
研
修
会
、
有
識
者
に
よ
る
勉
強

会
、
各
地
域
で
の
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
た
社
会
貢
献
活
動
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
協
会
役
員
か
ら
「
選

ば
れ
る
森
林
土
木
へ
の
協
会
活
動
」
な

ど
技
術
指
導
を
行
い
、当
局
長
か
ら「
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
政
策
の
動
向
と

国
有
林
の
役
割
」
に
つ
い
て
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
会
に
先
立
ち
、
森
林
・

林
業
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
名
古
屋

事
務
所「
熱
田
白
鳥
の
歴
史
館
」に
隣
接

す
る「
郷
土
の
森
」に
お
い
て
、
剪
定
作

業
・
枝
葉
の
処
理
な
ど
の
環
境
整
備
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
郷
土
の
森
」は
、
ク
ス
ノ
キ
を
主
体

【
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

十
一
月
七
日
か
ら
十
日
の
四
日
間
、

下
呂
市
及
び
七

ひ
ち
そ
う
ち
ょ
う

宗
町
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
林
業
成
長
産
業

化
構
想
技
術
者
育
成
研
修
に
、
中
部
局

職
員
と
石
川
・
富
山
・
長
野
・
岐
阜
・

愛
知
・
滋
賀
・
岩
手
県
か
ら
十
四
名
の

受
講
生
が
参
加
し
、
当
セ
ン
タ
ー
が
研

修
運
営
の
応
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
最
新
技
術

を
活
用
し
、
効
率
・
効
果
的
な
路
網
計

画
を
中
心
と
し
た
循
環
的
な
木
材
生
産

の
戦
略
を
描
き
、
林
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
た
構
想
を
作
成
す
る
人
材
育
成

を
目
的
と
し
て
、
中
央
研
修
と
併
せ
、

全
国
六
ブ
ロック
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
で
は
、
中
央
研

修
の
座
学
で
学
ん
だ
内
容
の
振
り
返
り
、

現
地
実
習
や
演
習
を
通
じ
て
実
践
力
を

養
う
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
初
日
は
外
部
講

師
に
よ
る
地
域
特
性
に
応
じ
た
森
づ
く

り
構
想
の
講
義
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
岐
阜
署
管
内
の
国
有
林
及

び
隣
接
す
る
民
有
林
で
、
路
網
計
画
の

と
す
る
高
齢
級
の
常
緑
広
葉
樹
林
で
、

枝
葉
の
繁
茂
や
枯
れ
枝
等
が
多
く
、
隣

接
す
る
白
鳥
庭
園
や
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ

ン
、名
古
屋
学
院
大
学
へ
の
通
学
な
ど
、

歩
行
者
や
自
動
車
へ
の
安
全
面
も
危
惧

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
青
年
部
の
方
々
と
連
携
し
て
、

高
枝
切
挟
等
を
使
用
し
、
枝
の
剪
定
や

枯
れ
枝
等
除
去
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
、安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

職
員
一
同
感
謝
し
て
い
ま
す
。

現
地
検
討
や
森
づ
く
り
の
現
地
実
習
を

行
い
、
三
日
目
は
各
班
で
実
際
に
路

網
・
森
林
整
備
・
木
材
生
産
の
各
事
業

計
画
と
林
業
成
長
産
業
化
の
た
め
の
戦

略
を
練
り
、
四
日
目
に
は
、
そ
の
検
討

結
果
を
発
表
し
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
受
講
生
か
ら
は
、「
最

新
技
術
や
各
種
ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
、

市
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
含
め
た
戦
略
や
構
想
作
り

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
習
で
き
た
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
、
技
術
力
養
成
へ
の
一
助

と
な
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も
当
該
研
修

の
現
地
ス
タ
ッフ
と
し
て
、
研
修
の
運
営

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
・
林
業
等
を
取
巻
く

　

環
境
の
講
演
と
、

�
「
郷
土
の
森
」の
整
備
を
実
施

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
林
業
成
長
産
業
化

�

構
想
技
術
者
育
成
研
修
を
応
援

「林業成長産業化構想演習」の発表状況

郷土の森で枯れ枝の除去などを実施

❽❽



〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉第 237号 令和５年 12月

❿❿

【
南な
ん
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

急
傾
斜
地
に
お
け
る
集
材
方
法
と
し

て
、
架
線
集
材
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
度
、
伊い

な

し
那
市
議
会
及
び
長
野
県
南

信
州
地
域
振
興
局
よ
り
架
線
集
材
箇
所

の
視
察
依
頼
を
受
け
、
伊
那
市
長は

谷せ

黒く
ろ
ご
う
ち

河
内
国
有
林
で
実
行
中
の
森
林
環
境

保
全
整
備
事
業
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

伊
那
市
議
会
議
員
の
視
察
は
、
十
一

月
七
日
に
経
済
建
設
委
員
を
中
心
に

十
一
名
、
事
務
局
等
と
し
て
伊
那
市
役

所
よ
り
六
名
の
計
十
七
名
が
参
加
し
、

ま
た
、南
信
州
地
域
振
興
局
の
視
察
は
、

十
一
月
十
六
日
に
、
飯
田
市
・
下
伊
那

郡
選
出
の
県
議
会
議
員
、
大
鹿
村
議
会

議
員
、南
信
州
地
域
振
興
局
よ
り
三
名
、

大
鹿
村
役
場
よ
り
二
名
、
大
鹿
村
の
林

業
従
事
者
一
名
の
計
八
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

視
察
し
た
事
業
地
は
、
一
、〇
〇
〇

㍍
を
超
え
る
ロ
ン
グ
ス
パ
ン
の
本
格
的

な
架
線
集
材
を
行
っ
て
い
る
現
場
で
あ

り
、
当
署
職
員
よ
り
事
業
の
概
要
、
架

線
集
材
の
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
に
つ
い
て

説
明
し
、
請
負
事
業
体
の
平
澤
林
産
有

限
会
社
よ
り
、
架
線
の
説
明
や
リ
モ
コ

ン
に
よ
る
集
材
作
業
、
安
全
を
確
保
し

つ
つ
、
作
業
の
効
率
性
等
を
高
め
、
い

か
に
コ
ス
ト
を
抑
え
て
い
く
か
、ま
た
、

林
業
に
お
け
る
人
材
の
確
保
や
育
成
と

い
っ
た
現
状
に
つ
い
て
も
お
話
を
い
た

だ
き
、
視
察
さ
れ
た
方
々
か
ら
も
意
見

や
質
問
が
飛
び
交
い
、
熱
心
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
路
網
整
備
や
高
性
能
林

業
機
械
の
導
入
、
改
良
等
、
路
網
系
作

業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
効
率
化
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
急
傾
斜
地

に
お
け
る
間
伐
や
主
伐
、
再
造
林
等
の

森
林
施
業
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

架
線
系
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
効
率
的

な
作
業
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
な

り
ま
す
。

　

索
張
り
技
術
を
有
し
た
人
材
の
不

足
、
熟
練
技
能
者
の
高
齢
化
な
ど
の
問

題
に
対
し
、
人
材
の
育
成
や
、
先
端
技

術
を
活
用
し
た
林
業
機
械
の
自
動
化
、

遠
隔
操
作
化
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
国
有
林
で
行
わ
れ
て
い

る
事
業
が
地
域
へ
の
情
報
発
信
と
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
現
場
の
現
地
視
察
を
実
施

林業事業体から架線集材について説明を受ける伊那市議会議員

❾❾



国
有
林
の
現
場
の
最
前
線
で
、
働
く

森
林
官
の
仕
事
や
、
管
轄
す
る
地
域

の
特
色
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ

森
林
官
か
ら
の
便
り

森
林
官
か
ら
の
便
り

令和５年 12月 第 237号〈シリーズ／森林官からの便り〉〈シリーズ／森林官からの便り〉
【
岐ぎ

ふ阜
森
林
管
理
署

�
小お
さ
か坂
森
林
事
務
所
】

�

森
林
官　

中な
か
ざ
わ澤�

栄え
い

貴き

　

岐
阜
県
下げ

ろ

し
呂
市
の
北
部
、
霊れ
い
ほ
う峰
「
御お
ん

嶽た
け
さ
ん山
」の
西
側
に
位
置
す
る
小お
さ
か
ち
ょ
う

坂
町
は
、

山
頂
と
麓
と
の
標
高
差
が
約
二
、

五
〇
〇
㍍
と
大
き
く
、
地
形
が
急

き
ゅ
う
し
ゅ
ん
峻
で

あ
り
、
豊
か
な
森
林
か
ら
豊
富
に
流
れ

る
水
が
多
く
の
滝
を
形
成
し
、「
日
本

一
滝
の
多
い
町
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
温
泉
も
多
く
、
日
本
で
は
希

少
な
天
然
炭
酸
泉
の
温
泉
も
湧
き
出
て

お
り
、
御
嶽
山
登
山
者
た
ち
の
身
体
を

癒
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
小
坂
町
に
あ
る
当
事
務
所

は
、
滝た

き
う
え上
・
赤あ
か

沼ん

た田
・
門か
ど
さ
か坂
の
三
つ
の

国
有
林
を
管
理
し
て
お
り
、
わ
ず
か
に

天
然
林
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
大
部
分

は
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
の
人
工
林
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
か
で
も
赤
沼
田
国
有
林
に
は
江
戸

時
代
の
天て

ん
ぽ
う保
年
間
に
植
裁
さ
れ
た
岐
阜

県
最
古
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林
（
一
八
〇
年

生
）
が
あ
り
、
学
術
的
・
歴
史
的
に
も

貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
赤
沼
田
天

保
ヒ
ノ
キ
希
少
個
体
群
保
護
林
」
に
指

定
し
、
保
護・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

林
内
に
は
植
栽
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
の
ほ

か
、
自
然
に
生
え
た
木
、
枯
木
や
倒
木

な
ど
が
あ
り
、
林
況
が
複
雑
で
様
々
な

動
植
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
自
然
の

豊
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
貴
重
な
森
林
を
守
る
こ

と
も
森
林
官
の
仕
事
の
一
つ
で
す
が
、

他
に
造
林
事
業
な
ど
の
監
督
業
務
や
境

界
の
保
全
、
増
え
過
ぎ
た
シ
カ
の
捕
獲

を
は
じ
め
と
し
た
獣
害
対
策
、
林
道
の

維
持
・
補
修
な
ど
、
現
場
の
最
前
線
で

様
々
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

山
に
よ
っ
て
は
笹
な
ど
が
生
い
茂

り
、
一
歩
進
む
の
も
一
苦
労
と
い
っ
た

現
場
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
現

場
ほ
ど
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
の
達
成
感

は
一ひ

と
し
お入
で
す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

森
林
に
関
わ
る
仕
事
は
幅
広
く
、
ま

た
、
新
し
い
技
術
も
日
々
導
入
さ
れ
る

た
め
常
に
勉
強
が
必
要
で
す
が
、
地
域

や
季
節
ご
と
に
違
う
顔
を
見
せ
て
く
れ

る
森
林
の
中
で
、
新
た
な
発
見
や
出
会

い
に
感
動
し
な
が
ら
働
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

特産エゴマの五平餅が美味

レーザー計測器で森林調査を行う筆者 岐阜県最古のヒノキ人工林

❿❿



シリーズ

「
私
の
森
語
り
」

「
私
の
森
語
り
」

も
り
か
た

も
り
か
た

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

第 237号 令和５年 12月〈シリーズ「私の森語り」〉　〈シリーズ「私の森語り」〉　
「
想
い
を
つ
な
ぎ
、
心
豊
か
な

�

共
感
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
」

■
自
己
紹
介

　

岐
阜
県
各か
か
み
が
は
ら
し

務
原
市
で
、
国
産
材
ス
ト

ラ
ン
ド
ボ
ー
ド
の
開
発
・
製
作
や
、
社

会
や
地
域
の
声
を
反
映
し
た
建
材
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
を
実
践
し
て
い
る
共
感
開

発
メ
ー
カ
ー
の
代
表
を
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ス
ウ
ッ
ド
で
は
、
想
い
の
共
感
で

き
る
仲
間
と
、
環
境
、
ま
ち
づ
く
り
、

教
育
の
三
つ
の
柱
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

■
活
動
内
容

　

エ
ス
ウ
ッ
ド
は
、
森
林
資
源
が
豊
富

な
岐
阜
県
の
恵
み
を
い
た
だ
き
、
地
域

材
、
特
に
間
伐
材
や
小
径
材
に
新
た
な

価
値
を
、
新
た
な
マ
テ
リ
ア
ル
利
用
を

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
設
立
し
ま
し

た
。
岐
阜
県
の
特
色
あ
る
ヒ
ノ
キ
や
ス

ギ
、
そ
し
て
最
近
で
は
飛
騨
地
域
の
広

葉
樹
の
ス
ト
ラ
ン
ド
ボ
ー
ド
開
発
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

時
代
と
と
も
に
、
山
の
状
況
も
変
わ

り
ま
す
が
、
山
の
状
況
や
管
理
な
ど
、

山
に
寄
り
添
っ
た
か
た
ち
で
い
か
に
社

会
に
価
値
あ
る
も
の
を
創
っ
て
い
く

か
、
そ
う
し
た
想
い
は
設
立
当
時
か
ら

変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
受
け
継
が
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

■
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
社
会
や
地

域
の
状
況
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、

変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
会
社
の
理
念

や
自
分
自
身
の
人
生
観
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
弊
社
で
も
創
業
者
の
想
い

や
設
立
時
の
理
念
を
大
事
に
し
、
そ
の

上
で
時
代
に
合
わ
せ
た
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、
大

量
生
産
、大
量
消
費
の
建
材
で
は
な
く
、

少
量
生
産
か
ら
社
会
や
地
域
に
寄
り
添

い
、
想
い
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
建

材
開
発
・
製
作
の
実
践
を
通
じ
た
心
豊

か
に
な
る
共
感
社
会
づ
く
り
で
す
。

　

多
く
の
仲
間
と

と
も
に
、
想
い
を

共
感
し
あ
い
、
利

他
の
心
で
よ
り
良

い
社
会
を
創
っ
て

い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

〇
連
絡
先

〒
５
０
９
‒
０
１
０
８

岐
阜
県
各
務
原
市
須
衛
町
７
‒
７
４
‒
５

電
話
：
０
５
８
‒
３
７
９
‒
３
０
２
３

https://s-w
ood.jp/

　

ま
た
、「
想
い
を
つ
な
ぐ
」を
理
念
に
、

地
域
や
企
業
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
は
じ

め
大
学
や
高
校
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に

想
い
を
の
せ
た
建
材
開
発
や
木
育
、
大

学
研
究
・
Ｖ
Ｒ
等
の
研
究
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
方
と
関
わ
り
、
未
来
を
創
っ
て

い
く
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

二
十
数
年
培
っ
て
き
た
ス
ト
ラ
ン
ド

ボ
ー
ド
の
技
術
を
土
台
と
し
、
い
ぐ
さ

や
ヨ
シ
、
竹
、
も
み
が
ら
、
稲
わ
ら
、

茶
葉
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
ボ
ー
ド
建
材

開
発
を
は
じ
め
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
カ
ス
等

の
食
品
廃
材
、
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ
端
材
や
木
質
端
材
等
の
循

環
を
目
指
し
た
新
た
な
ボ
ー
ド
開
発
に

も
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

株式会社エスウッド
代表取締役

長
お さ だ

田�剛
たかよし

和

岐阜県産ヒノキのストランドボードを
書架、収納ケース、テーブルなどに使用

（ぎふメディアコスモス）

大学との連携によるものづくり大学との連携によるものづくり

木育による木育による作品づくり作品づくり

ステークホルダーと想いを形にステークホルダーと想いを形に
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今 

は 

昔 

の 

林 

業

今 

は 

昔 

の 

林 

業

中
部
森
林
管
理
局
総
務
課

　
　
　

  

井
上 

日
呂
登

第32回

い
の
う
え

ひ

　
　ろ

　
　と

シリーズ
秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　

当
サ
イ
ト
へ
は
、
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

令和５年 12月 第 237号

「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」

　

戦
中
及
び
戦
後
復
興
期
の
乱
伐
を
受
け
て
、
昭
和

三
十
年
頃
は
国
土
の
荒
廃
が
強
く
憂
慮
さ
れ
て
い
た

時
代
で
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
昭
和
二
十
九

年
よ
り
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
な
ど
に
よ
っ
て
森
林

資
源
の
浪
費
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
門
松
と
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
の
自
粛
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
用
木
の
ニ
ー
ズ

は
存
続
し
、
若
齢
木
の
盗
伐
が
国
有
林
で
も
続
発
、

昭
和
三
十
年
代
後
半
の
シ
ー
ズ
ン
前
に
は
首
都
圏
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
や
す
い
浅
間
山
周
辺
で
盗
伐
防
止

の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
る
事
態
に
も
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
時
代
は
移
り
、
戦
後
に
植
栽
し
た
造
林
木

が
成
長
し
て
き
た
昭
和
五
十
年
代
後
半
か
ら
平
成
初

期
に
か
け
て
は
、
各
営
林
署
で
の
収
入
を
上
げ
る
た

め
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
類
な
ど
を
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

と
し
て
販
売
す
る
試
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
一
部
の
市
町
村
で
正
月
用
門
松
の
代
替

品
と
し
て
門
松
カ
ー
ド
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
門
松
と
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
自
粛
し
て
い

た
時
代
の
名
残
で
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
昭
和
3232
年
の
自
粛
の
呼
び
掛
け

年
の
自
粛
の
呼
び
掛
け

昭和37年　浅間山における昭和37年　浅間山における
クリスマスツリー盗伐防止パトロールクリスマスツリー盗伐防止パトロール

平成４年　名古屋港に設置されたツリー平成４年　名古屋港に設置されたツリー
（現在の飛騨森林管理署が販売）（現在の飛騨森林管理署が販売）

昭
和
五
十
九
年　

ツ
リ
ー
販
売
の
宣
伝
看
板

昭
和
五
十
九
年　

ツ
リ
ー
販
売
の
宣
伝
看
板

（
現
在
の
東
信
森
林
管
理
署
）

（
現
在
の
東
信
森
林
管
理
署
）
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第 237号 令和５年 12月

シリーズ

中
部
の
保
護
林（
第
32
回
）

中
部
の
保
護
林（
第
32
回
）

　国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生
物の生育・生息の場となっている森林が多く残されています。
　国有林野事業では、1915 年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、
森林や野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・
管理を行っています。

お問い合わせ先：計画保全部計画課  ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、コードを
　読み込んでください。

所在地所在地
　富山県 黒部市　富山県 黒部市

★★

富
山
県
で
は
希
少
な
常
緑
広
葉
樹
の
天
然
林

富
山
県
で
は
希
少
な
常
緑
広
葉
樹
の
天
然
林

愛
本
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
等 

遺
伝
資
源
希
少
個
体
群
保
護
林

愛
本
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
等 

遺
伝
資
源
希
少
個
体
群
保
護
林

設
定
目
的

設
定
目
的

　
当
保
護
林
に
み
ら
れ
る
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、
ケ
ヤ
キ
は
、
富
山
県

　
当
保
護
林
に
み
ら
れ
る
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、
ケ
ヤ
キ
は
、
富
山
県

内
で
ま
と
ま
っ
て
生
育
し
て
い
る
天
然
林
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

内
で
ま
と
ま
っ
て
生
育
し
て
い
る
天
然
林
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
個
体
群
の
保
護
・
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
個
体
群
の
保
護
・
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

地
況
・
林
況

地
況
・
林
況

　
飛
騨
山
脈
（
北
ア
ル
プ
ス
）
の
北
端
か
ら
流
れ
る
黒
部
川
の
中

　
飛
騨
山
脈
（
北
ア
ル
プ
ス
）
の
北
端
か
ら
流
れ
る
黒
部
川
の
中

流
部
、
山
岳
地
形
で
あ
る
黒
部
渓
谷
帯
か
ら
平
野
で
あ
る
黒
部
扇

流
部
、
山
岳
地
形
で
あ
る
黒
部
渓
谷
帯
か
ら
平
野
で
あ
る
黒
部
扇

状
地
へ
と
移
行
す
る
境
界

状
地
へ
と
移
行
す
る
境
界
（（
扇
頂
部

扇
頂
部
））
に
所
在
し
、
河
川
を
挟
む

に
所
在
し
、
河
川
を
挟
む

よ
う
な
形
で
位
置
し
て
い
ま
す
。

よ
う
な
形
で
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
暖
温
帯
林
に
み
ら
れ
る
常
緑
広
葉
樹
が
生
育
し
て
お
り
、
河
川

　
暖
温
帯
林
に
み
ら
れ
る
常
緑
広
葉
樹
が
生
育
し
て
お
り
、
河
川

に
近
接
し
風
が
強
く
あ
た
る
岩
山
に
、
高
齢
の
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
の

に
近
接
し
風
が
強
く
あ
た
る
岩
山
に
、
高
齢
の
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
の

群
落
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

群
落
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
術
上
貴
重
な
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
富
山
県
の
県

　
ま
た
、
学
術
上
貴
重
な
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
富
山
県
の
県

指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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令和５年 12月 第 237号

の
あ
と
、
暖
か
な
日
差
し
の
下
で
昼
食

を
と
っ
て
い
る
時
の
一
枚
で
、
い
つ
も

の
明
る
い
雰
囲
気
を
上
手
く
撮
影
で
き

ま
し
た
。

　
と
て
も
体
格
が
良
い
で
す
ね
！

　

若
い
ア
ル
バ
イ
ト
の
男
の
子
た
ち

は
、
彼
ら
の
よ
う
な
鍛
え
ら
れ
た
体
と

比
較
さ
れ
る
の
で
、
一
緒
に
着
替
え
る

こ
と
を
嫌
が
り
ま
す
。
山
の
上
ま
で
苗

木
や
シ
カ
食
害
防
護
用
の
資
材
を
担
い

で
運
搬
す
る
な
ど
、
力
を
必
要
と
す
る

作
業
を
当
た
り
前
に
や
っ
て
い
ま
す
。

木
に
登
っ
て
伐
採
す
る「
特
殊
伐
採
」の

資
格
を
持
っ
て
い
る
社
員
も
お
り
、
現

場
で
働
け
る
体
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

最
近
、
ド
ロ
ー
ン
が
苗
木
や
資
材
を

運
ぶ
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
今

ま
で
先
輩
方
や
自
分
た
ち
が
苦
労
し
て

き
た
作
業
な
の
に
、
こ
ん
な
に
楽
を
し

て
良
い
の
か
！
」
と
い
う
感
想
を
持
っ

て
い
る
社
員
も
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
な

ど
の
新
技
術
は
、
高
性
能
林
業
機
械
の

よ
う
に
上
手
に
使
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
！

　

祖
父
と
父
が
鞍く
ら

掛か
け

峠と
う
げの
岐
阜
県
側
で

土
木
関
係
の
作
業
を
し
て
い
た
時
、
木

　

昨
年
度
の
「
中
部
の
森も

り林�

林
業
従
事

者
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
（
フ
ォ
ト
コ
ン
）」

に
お
い
て
入
選
さ
れ
た
、
有
限
会
社
松

橋
林
工
の
今
井
社
長
に
、
作
品
や
国
有

林
に
つ
い
て
な
ど
、
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
作
品
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
こ
と
を
知
り
、
林
業

従
事
者
の
姿
を
発
信
す
る
良
い
機
会
で

あ
り
、
社
員
の
意
識
も
高
ま
る
と
考
え
、

み
ん
な
に
声
を
か
け
て
応
募
し
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
は
、
冬
山
で
の
伐
採
作
業

曽
署
の
担
当
区
主
任（
現
在
の
森
林
官
）

が
や
っ
て
来
て
、
長
野
県
側
の
三み

う
れ浦
国

有
林
で
造
林
を
や
っ
て
み
な
い
か
と
熱

心
に
誘
わ
れ
、
始
め
た
の
が
松
橋
林
工

の
始
ま
り
で
す
。
現
在
は
木
曽
署
、
東

濃
署
、岐
阜
署
管
内
の
国
有
林
の
ほ
か
、

民
有
林
の
造
林
や
生
産
事
業
を
請
け

負
っ
て
い
ま
す
。

　

現
場
代
理
人
の
社
員
た
ち
は
、
お
互

い
良
い
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
持
ち
、
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
現
場
作
業
が
う
ま
く
い

く
よ
う
に
状
況
を
確
認
し
、
積
極
的
に

森
林
官
と
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、二
名
の
若
い
社
員
が
加
わ
り
、

更
に
活
気
付
い
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
次
世
代
の
林
業
の
発
展
に
向
け

て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆ 

有
限
会
社
松
橋
林
工
の
ご
紹
介 

◆

　
昭
和
四
十
一
年
に
創
業
。
常
に
安
全

作
業
を
考
え
、
実
践
し
な
が
ら
森
林
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
丁
寧
な
仕

事
を
心
掛
け
、
信
頼
で
き
る
会
社
を
目

指
し
て
お
り
、
一
緒
に
働
き
た
く
な
る

仲
間
が
い
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
と
こ
ろ

も
魅
力
で
す
。

取
材
協
力
／
有
限
会
社
松
橋
林
工

所 

在 

地
／
中
津
川
市
加
子
母
１
４
６
２
‒
１
１

電　
　
話
／
０
５
７
３
‒
７
９
‒
２
８
２
０

フ
ォ
ト
コ
ン
作
品
か
ら
も
っ
と

�

伝
え
た
い
林
業
の
魅
力
！

美しい自然を次世代に残すため、土砂災害等から
人々 を守るため、森林作業に誇りと生きがいを持っ
て取り組んでいる松橋林工の山師たち

作品名：�「休憩ちょっといっぷく」

お二人とも国有林での

今井さん

編 集 長 だ よ り
（中部の森林へのご意見・ご要望等
の投稿は、migoro＠maff.go.jp
まで電子メールでお送りください。）

　広報「中部の森林」、今年も１月号から12月号まで予定通り発行するこ
とができました！
　「私の森語り」にご寄稿いただいた皆様、森林や林業の魅力発信にご協
力いただいた皆様、表紙の写真をご提供いただいた皆様など、広報活動を
応援してくださった皆様、本当にありがとうございました(*^▽^*)
　今月号の表紙は、先月、私が岐阜市内の金華山に登って（ロープウェイ
利用）、岐阜城を背に展望台から撮影した１枚です。改めて、その風景を
眺めながら、今年も数々の出会いや出来事、別れや悩みがあったことを思
い出し、生きていることを実感できる日々を過ごしてきたことに幸せを感
じています。
　来年も一日一日を大切に、広報誌を発行していきたいと思いますので、
よろしくお願いいたします。それでは皆様、よいお年をお迎えください！

⓮⓮
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メールマガジンに登録いただくと、広報「中部の森林」を  

発行日と同時にデジタル版を毎月配信します。 

（毎月 10 日発行※編集の都合で、発行日が遅れることもあります） 

登 録 サイト  https://mailmag.maff.go.jp/m/entry  
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愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101
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広報
「中部の森林」

用語の解説
本誌文中に掲載して
いる主な専門用語・
業界用語を解説。

本誌に使われている紙は、日本の森林を育てるために間伐材を積極的に使用しています。
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